















成した CdSe NRs に吸着させ，ハイブリッド系 (HNs) の構築を行った。HNs の
吸収および発光分光，発光寿命測定により，DAE と NRs のエネルギー移動を解
析すると共に，発光ダイナミクスと定常光スペクトルの解析結果を比較し，吸
着系のフォトクロミック反応効率を求めた。さらに発光寿命を延ばす目的で
CdSe/ZnS コア－シェル型ナノロッド (CSNRs) の合成を行い，DAE との HNs を
同様に構築し，CdSeNRs－DAE HNs との比較を行ったので報告する。 
【実験】コロイド合成法によって CdSe NRs を合成
した 1)。また，これをコアとして ZnS 前駆体をイ
ンジェクトすることで CdSe/ZnS CSNRs を合成し
た 2)。これらの分散液に n－hexane には難溶解性で
あるヒドロキシ基を持つ DAEを加えて攪拌するこ
とでハイブリッド系を構築した。ハイブリッド系
の発光寿命は Ti:Sapphire レーザーを励起光源 (λex 
= 415 nm) としたピコ秒 single-photon timing 法によ
って測定し，過渡吸収は励起光として 400 
nm のフェムト秒パルスを，観測光にはフェ
ムト秒白色光を用いて測定した。                   
【結果と考察】合成した CdSe NRs ，
CdSe/ZnS CSNRs の吸収・発光スペクトルを図 1 に示す。吸収・発光波長共にシ
ェルの成長に伴って長波長シフトしていることが観測された。また TEM 画像の
結果から，CdSe NRs, CdSe/ZnS CSNRs のサイズはそれぞれ 11.5×3.7 nm, 13.9×4.6 
nm と求められた。次に過渡吸収ダイナミクスを解析した結果，オージェ再結合
図 1. CdSe NRs, CdSe/ZnS CSNRs  
の吸収（実線），発光スペクトル（点
線）と CSNRs の TEM 像（内挿）  
の時定数は CdSe NRs で 250 ps，CdSe/ZnS 
CSNRs で 280 ps と求められた。 
 図 2 に CdSe NRs－DAE HNs の開環反応効






l𝑛(𝑒2.303ε𝑐𝑑 − 1) − l𝑛(𝑒2.303ε𝑐0𝑑 − 1)
= −1000Φ × 2.303ε𝐼0 













CdSe/ZnS CSNRs－DAE HNs の開環，閉環状態の発光スペクトルと繰り返しス
イッチングの結果を図 3 に示す。DAE の開閉環反応が可逆的に起きているため，
CSNRs HNs においてもスイッチングが可能であることが分かる。また開環体か
ら閉環体への消光効率が CdSe NRs 単体の時は 78%程度であったのに対し，
CdSe/ZnS CSNRs では 92％程度にまで改善された。これはコアをシェルで覆う
ことで速い時間での短寿命成分がなくなり，蛍光収率が大幅に改善され，臨界
移動距離 R0 が 3.4 nm から 5.5 nm へ増大したことによって，CdSe/ZnS CSNRs か
ら DAEC へのエネルギー移動が効率よく起こったためであると考えられる。 
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図 2. 600 nm の定常光を一定時間
ずつ照射した際の吸収スペクトル
および 蛍光ダイナミクスの変化  
図 3. CSNRs－DAE HNs の 
発光スペクトルと繰り返し  
スイッチング（内挿）  
